
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談だより ３月号 

平成２９年度 郡山商業高校 生徒指導部教育相談係 

春の訪れを感じる今日、この１年間で

成長した皆さんの姿がまぶしく見えま

す。今月号で今年最後です。スクールカ

ウンセラーからのはなむけのお言葉と、

「ことばの花束」を皆様にお届けいたし

ます。 

 

○SC鈴木敏城先生から ～はなむけの言葉～ 

 

卒業生のみなさんへ 

卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。 

 私はスクールカウンセラーとして週に１回、郡山商業高校に来ています。郡山商業高校に来るようになって７年が

経とうとしています。 

 

  ほとんどの生徒さんとは直接お話ししたことはありませんでしたが、この７年間、毎週多くの生徒さんのカウンセリ

ングをさせていただきました。卒業される皆さんの中にも相談室を訪れて、様々な悩みを語ってくださった生徒さんも

少なくありません。 

 

  私は今、カウンセリングに訪れてくださった３年生の姿を一人ひとり思い起こしています。皆さん、卒業本当におめ

でとうございます。皆さん沢山悩みましたが、悩んだかいがありました。皆さんは悩んだからこそ成長したのです。私

はその成長に立ち会わせていただきました。皆さんの成長に立ち会わせていただいたことに感謝しています。 

 

  私が皆さんから伺った悩みは、様々なものでした。クラスの人間関係のことであったり、部活動のことであったり、

家族のことであったり、勉強のことであったり、進路のことであったり、人生そのものについてであったり、本当に

様々でした。 

 

 私は、皆さんの様々な悩みを聴きながら、それぞれの悩みを一緒に解決しようと努めながら、同時に、様々なこと

に悩んでいる皆さんがクラスという集団の中でどのように過ごしていらっしゃるのかも気になっていました。 

 皆さんがクラスの中で、クラスという人間集団をどのように感じているのだろうか、と考えていました。悩んでいるあ

なたを、支えてくれるクラスなのだろうか。そっとしておいて欲しいときに、そっとしておいてくれるクラスなのか。 

 卒業を前に振り返って見れば、どのクラスも１年生の時よりはるかに成長したはずです。先ほどは皆さん個人の成

長について語りましたが、集団もまた成長します。皆さんは皆さんのクラスという人間の集団を成長させてきたので

す。 

  人間は、人間関係で苦しみ悩みます。しかし、人間はまた人間関係によって癒され救われます。人間は集団で生

きていますが、その集団そのものを苦しいと感じる時があります。しかし、この集団にいたから助かった。この集団に

支えられたと感じる時もあります。 

  

卒業生の皆さん、皆さんは就職するにせよ進学するにせよ、それは新しい集団に所属するということでもありま

す。新人として新しい集団に入れば、戸惑うこともあるでしょう。しかし、その集団の中で認められていくことが皆さん

の喜びとなるのも確かです。 

 郡山商業高校の３年間でクラスという人間集団を成長させてきた皆さんは、新しい集団の中でも自分の役割を見

つけ、自分をも集団をも成長させていけるはずです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：Forbes JAPAN 2018.３月号、プレジデント社「人生が楽しくなるステキな言葉１０１」 など） 

 

 

 

 

 

   

 

 

 ３月 ６日（火） 

 １４：００～１８：００ 

 ※予定が変更となりました！ 

 

 

あなたの代わりになれる人間は、ど

こにもおりません。かけがえのないあ

なたにしか成しえないことがあるか

ら、あなたはここに存在するのです。

１年お読みいただき、ありがとうござ

いました！これからのご活躍を応援し

ております。   教育相談係 

○3月の SC来校日 

 

○ことばの花束～これからのあなた方へ～ 

！ 

知ろう 

 

★できることを出し惜しみしてやっていてもつまらない、 それは一生

懸命ではない。今しかできないことを全力でやる 

★挑戦自体がモチベーションを上げるためのもの。自分が何をすべき

か、今何をしなくてはいけないのか、諦める諦めないの前に考える。 

たとえば、注意をしてくれるじゃないですか。でもそこだけ伸ばせば

いいかって言われたら、そこだけじゃない。だから、そこを伸ばすた

めにも、他の部分を何かしなきゃいけない。その何かがわからない 

 

★我々は高みにあこがれるが、歩きだすことには無関心だ。 

 山々を望みながら、平らな道を歩きたがる。 

羽生結弦 

（フィギュアス

ケーター） 

★与えられるものは有限、求めるものは無限です。 

★今を過ぎたものはそれに執着していては積み上がるものも積み上が

らない。今が過ぎ去った瞬間に次の今に向けて高めていきたい。 

★誰かの心を動かせていることが、とても嬉しいです。 

 

 

小平奈緒 

（スピードス

ケーター） 

★全力投球でやってきた結果なので、１０００敗も恥ずかしくはない。 

★人間的な深みが増すにつれ、将棋にも円熟味が出てくる。将棋をや

る体力も 30歳と 60 歳とではそれほど関係ないはずです。 

 

 

★一生やり続けられると、確信する日がくる。 

加藤一二三 

（名棋士） 

★究極的には、他の全てよりも大切な投資があります。自分に投資することです。自分の弱さに向き合うこと。

それも今すぐに、です。                    ウォーレン・バフェット（伝説の投資家） 

★毎日の生活で、「真善美」を実践するように最善を尽くしています。英語では「Truth」「Goodness」「Beauty」

と訳されるそれらの価値観を持ち続けることで、人生を信頼できる方法で生きていくことができると信じてい

ます。                                   柳井正（ユニクロ創業者） 

★修養と人生、仕事と人生は一つである。                   平澤興（京都大学元総長） 

★新しい価値観を生み出すには、決して手間と愛情を惜しんではいけない。       江澤伸一（はとバス） 

★いつも最短の道を試みたが、「一番の近道は遠回りだった。」「遠回りこそが俺の最短の道だった」                       

漫画「ジョジョの奇妙な冒険」より 

★火の粉が降りかかっている時は、悩んでなんていられない。悩みがあるのは、まだ余裕がある証拠。 

 せめて自分ぐらい、自分を褒めて認めてあげないと、自分が救われない。自分の味方になれるのは自分だけ。 

三輪明宏 

★人に美しいものを見せようと思ったら、あなた自身が一所懸命に打ち込む、しかも心を込めて… 

鍵山秀三郎（イエローハット創業者） 

これから新たな環境に向かう皆さんへ、あらゆる職業の方々の「人生を切り拓くことば」をお送りいたします！ 


